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 AF200/220/210/120/110 シリーズとの互換性について  
 
 
AF200 シリーズ用コントロールモジュール 及び AF220/210/120/110 用インプレスモジュールとは 
カード媒体が異なり, かつ 機器内部のソフトウェア構造も異なるため、互換性はありません。 
ご注意願います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マニュアルに関する注意点 
 
 
本マニュアルは、MegaNETIMPRESS、C”arNETIMPRESS、MegaNETIMPRESS Lite 共通マニュアルで

す。 
機種によって、未対応の部分がございますのでご注意ください。 
また、単キーモデルは[EXE1],[EXE2],[RESET]以外のキーがないため、本体のキー操作によるパラメータ設定

等ができません。ホスト PC との接続を行い設定してください。 
 
 MegaNETIMPRESS : AF420(フルキーモデル) , AF320(単キーモデル) 
 
 C”arNETIMPRESS : AF620(フルキーモデル) , AF520(単キーモデル) 
 
 MegaNETIMPRESS Lite :AF410/N (NEC エレクトロニクス社製マイコン専用フルキーモデル) 
   :AF410/R（ルネサス テクノロジ製マイコン対応専用フルキーモデル） 
   :AF410/T（東芝セミコンダクター社マイコン対応専用フルキーモデル） 
   :AF410/J （パナソニック㈱ セミコンダクター社製マイコン対応専用 フルキーモデル） 
   :AF410/M（フリースケール・セミコンダクタ社製マイコン対応専用フルキーモデル） 
   :AF410/F（富士通マイクロエレクトロニクス社製マイコン対応専用フルキーモデル） 
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 本機器を安全にご使用いただくために 
 
本機器を正しく安全に使用していただくため、本機器の操作にあたっては下記の安全事項を必ずお守り

下さい。尚、これらの注意に反したご使用により生じた損害については、 
当社は責任と保証を負いかねます。 
 
■本器には、安全に使用していただくための次のようなシンボルマークを使用しています。 

        人体及び機器に危険があることを示すとともに、ユーザマニュアルを参照 

            する必要があることを示すシンボルマークです。 

        保護接地端子を示します。この端子が本体にあるときは、機器を操作する前    
            に必ず、グランドと接続して下さい。 
 
 警告   取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険があるとき、そ 
            れを避けるための注意事項が記載されています。 
 
 注意   取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか、または物的損害のみが発生 
            する危険があるときに、それを避けるための注意事項が記載されています。 
 
 
■ 感電事故など取扱者の生命や身体に危険が及んだり機器損傷の恐れがあるため次の事項を必ず

お守り下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  警       告 

・ ガス中での使用 

可燃性、爆発性のガス又は蒸気のある場所では、本機器を動作させないで下さい。 

そのような環境下で本機器を使用することは大変危険です。 

 

・ 屋内専用 

本プログラマは屋内でのみ、ご利用頂けます。 

 

・ 電源 

感電や災害防止のため電源ユニットは、必ず弊社指定の電源パック（AC アダプタ）をご利用下さ

い。電源パックは、／AC4P オプションで指定されます。 

供給側の電圧が電源パックの定格電源電圧に合っているか必ず確認した上で、 

本機器の電源スイッチ（側面）が off になっていることを確認してから、 

電源コードを接続して下さい。 

また電源ケーブルは、販売国の電源仕様に基づき同梱されています。 

販売国以外で使用する場合には、事前に使用する国の電源電圧やコンセントの 

形状を確認し、その国の規格に適合した電源ケーブルを現地にてお求めください。 

 

・ ケースの取り外し 

サービスマン以外は、ケースを外さないで下さい。 

本機器内には、高電圧の個所があります。 
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本器をご使用になる前に 
 
本器は、精密電子部品で構成された電子機器です。本器性能を最高に発揮し、トラブルを予防するた

めに、以下の注意事項を必ず守って下さい。 
 
１． 電源投入順序 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２． プローブとコネクタの接続 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３． 機器の解体

               注      意 
・ ホストコンピュータ、本器、ターゲットシステムは次の順序で 
  電源の投入および切断をして下さい。 
・ 特に、本器とターゲットシステム間の電源の投入順序及び 

切断順序を誤りますと、ターゲットシステムと本器に重大な損害 
を与える恐れがありますので、必ず守って下さい。 
＜電源投入＞ 

①ホストコンピュータ 
②本器 
③ターゲットシステム 

＜電源切断＞  
①ターゲットシステム 
②本器 
③ホストコンピュータ 

 
                                                                 

               注      意 
・ 各プローブとケーブルを抜き差しする時は、本器及びターゲット  

システムの電源を切って下さい。 
・ 各プローブとケーブルの形状は、本器と接続する場合に誤った向きに入らないよう

になっています。接続時に異常を感じた場合は、無力な力を加えずに、方向・位

置を確認して下さい。 

               注      意 
・ 本器内部では微細パターンのプリント板を使用しますので、 

ネジを開けて, 解体しないで下さい。 
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                   重 要 事 項 

 
この度は、フラッシュライタ「NETIMPRESS」をお買い上げいただきましてありがとうございます。 
本器をご使用になる前に、必ずインストラクションマニュアルを読んで理解して下さい。インストラクションマ

ニュアルは、お読みになった後、ご使用時にすぐにご覧になれるところに大切に保存して下さい。本器は、

インストラクションマニュアルを読んで理解した人のみが使って下さい。特に、本器をはじめて使う方は、本

器をよく理解し、使い慣れている方から指導を受けることを強くお薦めいたします。 
 
本器製品とは： 
ここでいう本器とは、横河ディジタルコンピュータ株式会社（以下 YDC）が製作したフラッシュライタ本体、

コントロールモジュール及びその関連製品を指し、ターゲットシステム及びホストコンピュータは含まれませ

ん。 
 
本器は、精密電子部品で構成された電子機器です。本器の性能を最高に発揮し、トラブルを予防す

るために、以下の注意事項を守って下さい。 
取扱いや接続の誤りで故障した場合は、有償修理となり、場合によっては修理に長期間（２～３ヶ月）

を要することもありますので、特に注意をお願いします。 
ソフトウェア製品及び、マニュアルは YDC が供給した媒体物の破損、資料の落丁及びプログラム・インス

トラクションが実行できない場合のみ保証いたします。 
バグ及び前記以外の問題の解決は、別に締結する保守契約に基づいて実施されます。 
 
 

                     警  告 
ターゲットプローブとの抜き差し及び各種ケーブルを抜き差しする時は、本器及びターゲットシステムの電

源を切って下さい。 
電源を投入したまま抜き差しを行った場合は、本器及びターゲットシステムの発煙発火の可能性があり

ます。 
 
電源を投入する前に、プローブ先端の１番ピンの方向がターゲットシステム上のソケットの１番ピンに合っ

ているか必ず確かめて下さい。 
接続を誤ると本器及びターゲットシステムの発煙発火の可能性があります。 
 
 

                     注  意 
プローブ先端部は電子回路の一部が露出していますので、必ず静電気対策された作業環境でご使用

下さい。 
静電気対策されていない環境では、静電気放電により本器及びターゲットシステムを破壊する可能性

があります。 
 
電源投入の順序は、必ず本器の電源を先に投入し、ターゲットシステムの電源の ON／OFF は、本器

の電源が必ず ON の状態で行って下さい。この順序を間違えた場合、本器及びターゲットシステム回路

を破壊する可能性があります。 
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5.5.9. 通信チャネル設定（Function D7） 

NETIMPRESS とターゲットシステムの間に複数の通信チャネルが選定され、その通信チャネル番号指定が

必要なＭＣＵ用のパラメータです。 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

 
 

    

通信チャネル設定コマンド 

 

 

 

 

 

 

    

通信チャネル選択 

 

 

    

設定 

 

FUNC D ７ 

SET FUNC SET 

▲ ▼ 
（▲,▼キーを押し、通信チャネルを選択） 

４行目              ２  

             １  

ＦＤ  ７／ＴＧＴ ＬＥＮＮＡＨＣ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.5.10. 表示型名変更（Function D8） 
NETIMPRESS の表示部に表示される型名の変更を行ないます。 
型名は１６文字まで入力可能です。 
 
注意 ） 
NETIMPRESS 上では“０”～“９”、“Ａ”～“Ｆ”の文字のみ入力可能です。 
ＰＣと接続し、ＰＣ上で動作するソフトウェアをご利用いただくことで英数字の入力が可能となります。 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

 
 

    

表示型名変更コマンド 

 

 

 

 

 

 

▲,▼キーでカーソル移動 

 

 

 

    

設定 

 

FUNC D ８ 

SET FUNC SET 

型名入力 

（▲,▼キーを押すとカーソルが移動します） 

４行目 ＡＢＣ１２３４          

ＦＨ８１９           

ＦＤ  ８／ＭＣＵ    ＥＰＹＴ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.5.11. データフォーマット設定（Function 5） 
NETIMPRESS からＰＣへデータを送信する際のフォーマット、１レコードのデータ長を設定します。フォーマッ

トはインテルＨＥＸフォーマット、モトローラＳフォーマットの２種類となります。 
 
設定の際、インテルＨＥＸフォーマットの場合は“５０”を、モトローラＳフォーマットの場合は“６０”を入力してく

ださい。 
 
注意 ) 設定中の NETIMPRESS 表示部 
 
      －Ｆ ．．． フォーマット設定 

      －Ｌ ．．． １レコードのデータバイト長設定 
                              （１６進数入力） 
 
 
 
 
       
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】 
 

    … データフォーマット設定コマンド 

 

   … 50:インテル HEX , 60:モトローラ S 

 

   … 1 レコードのデータバイト長を入力 

 

   … 設定 

FUNC ５ 

SET FUNC SET 

フォーマット入力 

データ長入力 

▲ 

（網掛けになっているところの表示部分が選択項目を表している） 

      ５０／     ／Ｆ－

Ｆ５  ／ＤＡＴＡ  ＴＡＭＲＯＦ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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操作例 ） 
フォーマットをモトローラＳフォーマット、レコード長を１６バイトに設定する。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

 
 

 

データフォーマット設定コマンド 

 

 

 

 

 

 

    

モトローラ S フォーマットを選択 

 

 

 
レコードバイト長（１６バイト） 
を１６進数で入力 

 

 

 

設定 
 

FUNC ５ 

SET FUNC SET 

▲ ６ ０ 

１ ０ 

（項目欄が“-F”になっていることを確認）） 

４行目       ６０／     ／Ｆ－

（項目欄が“-L”になっていることを確認）） 

４行目       １０／     ／Ｌ－

      ５０／     ／Ｆ－

Ｆ５  ／ＤＡＴＡ  ＴＡＭＲＯＦ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.5.12. ＭＣＵ動作周波数設定（Function DF） 
ＭＣＵが動作する周波数を設定します。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】 
 

   ．．．動作周波数設定コマンド 

 

   ．．．周波数選択 

 

   ．．．動作周波数設定コマンド実行 

 
 
 
 
操作例 ） 
ＭＣＵの動作周波数を 10MHz に変更する。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 
 

  

動作周波数設定コマンド 

 

 

 

 

 

 

 “10.0”を選択 

 

 

 

 動作周波数設定を実行 

FUNC D F 

▲ ▼ 

SET FUNC SET 

FUNC D F 

▲ ▼ 

SET FUNC SET 

４行目       １０．    ｚＨＭ０

       ７．    ｚＨＭ５

ＦＤ  Ｆ／ＴＧＴ    ＱＥＲＦ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

or 数字キー 

数字キー 
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5.5.13. ブザー音ＯＮ／ＯＦＦ設定（Function 91） 
ブザー音のＯＮ／ＯＦＦ設定を行ないます。 
 
コマンドを実行するごとに ＯＮ→ＯＦＦ→キー入力音のみＯＦＦ の順に変更されます。 
 
注意 ） 
コントロールモジュールによってはキー入力音のみＯＦＦができないものがございます。 
ご注意ください。 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】 
 

   ．．．ブザー音 ON/OFF 設定コマンド 

 

   ．．．コマンド実行 

      設定前が ON の時  → OFF になります。 

     設定前が OFF の時  → キー入力音のみＯＦＦになります。 

  設定前がキー入力音のみ OFF の時 → ON になります。 

 
 

FUNC 9 1 

SET FUNC SET 
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5.5.14. バージョン表示 (Function 94) 
NETIMPRESS 本体とコントロールモジュールのバージョンを表示します。 
 HARD VER ： NETIMPRESS ハードウェアのバージョン 
 SOFT VER ： NETIMPRESS システムソフトウェアのバージョン 
 CM VER  ： コントロールモジュールのバージョン 
 CM NAME ： コントロールモジュール名称 
 ｘｘｘｘｘＭｘｘ ： マイコンパックのバージョン 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

 
 

    

バージョン表示コマンド 

 

 

 

 

 

 

    

実行 

 

 

   

表示項目変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示終了 

FUNC 9 4 

SET FUNC SET 

▲ ▼ 

ＲＥＳＥＴ 

（ハードウェアのバージョンを表示） 

４行目 ＨＡＲＤ ＶＥＲ ００．１１  

４行目 

（システムソフトウェアのバージョンを表示） 

ＳＯＦＴ ＶＥＲ ００．１１  

（コントロールモジュールのバージョンを表示）

４行目 ＣＭ ＶＥＲ   ００．１１  

（コントロールモジュールの名称を表示） 

４行目 ＣＭ ＮＡＭＥ    ９１８ＨＦ

（マイコンパックのバージョンを表示） 

４行目 ＦＨ８１９Ｍ００ ００．３０  

                

Ｆ９  ４／ＶＥＲＳ     ＮＯＩ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.5.15. ブザー音色設定 (Function 95) 
ブザー音色の設定を行います。 
高音、中音、低音の３種類が選べます。 
 
コマンドを実行する毎に高音・中音・低音と変化します。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】 
 

   ．．．ブザー音色設定コマンド 

 

   ．．．コマンド実行 

 

FUNC 9 5 

SET FUNC SET 
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5.5.16. リードモード切替 (Function 99) 
リードモードの切り替えを行います。 
リードモードは下記２種類です。 

FULL READ VERIFY ： MCU 内に書き込まれたデータとバッファメモリの 
データを比較します。 

 SUM READ VERIFY ： MCU から受信したサム値とバッファメモリのサム 
値を比較します。 

 
注意 ） 
モード切替に対応していないコントロールモジュールがございますのでご注意ください。 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 
 

     

リードモード切替コマンド 

 

 

 

 

 

 

 

SUM or FULL を選択 

 

 

 

    

設定実行 

 

FUNC 9 9 

▲ ▼ 

SET FUNC SET 

４行目     ＦＵＬＬ  ＹＦＩＲＥＶ

    ＳＵＭ Ｖ   ＹＦＩＲＥ４行目

    ＳＵＭ Ｖ   ＹＦＩＲＥ

Ｆ９  ９／ＶＥＲＩ ＥＤＯＭ ＹＦ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.5.17. バッファメモリイニシャルモード切替え 
NETIMPRESS 起動時に、バッファメモリの内容の保持/消去の切替えを行います。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 
 

  

バッファメモリｲﾆｼｬﾙﾓｰﾄﾞ切替え 

 
 
 
 
 
 
 
 

KEEP or CLEAR を選択 

 

 

 
    

実行 
 
 

FUNC 9 A 

▲ ▼ 

SET FUNC SET 

４行目 ＢＵＦＦＥＲ ＲＡ ＲＡＥＬＣ Ｍ

４行目 ＢＵＦＦＥＲ ＲＡ  ＰＥＥＫ Ｍ

ＢＵＦＦＥＲ ＲＡ  ＰＥＥＫ Ｍ

Ｆ９  Ａ／ＢＵＦＦ ＴＩＮＩ ＲＥ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.5.18. ライセンス表示(Function 9B) 
コントロールモジュールの定義体交換機能でダウンロード可能なライセンスを表示します。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

                                                （例：FH817 と FH819 のライセンスを持つ場合） 
 

 

ライセンス表示 

 

 

 

 

 

 

  

実行 

 

 

表示内容変更 

 

 

表示終了 

FUNC 9 B 

SET FUNC SET 

ＲＥＳＥＴ 

▲ ▼ 

４行目 Ｌ０１／０２     ９１８ＨＦ

４行目 Ｌ０２／０２     ７１８ＨＦ

                

Ｆ９  Ｂ／ＬＩＣＥ     ＥＣＮ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.5.19. SUM 値表示切替え(Function 9C) 
SUM 値の計算方法および表示方法を、それぞれ次のように設定することが出来ます。 

計算方法≫    8bit 加算もしくは 16bit 加算 
表示方法≫   8bit 表示もしくは 16bit 表示  

 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

 
  

計算方法／表示方法の表示 

 

 

 

 

 

    

設定変更 

 

 

 

 

 

 

       

実行 

 

FUNC 9 C 

SET FUNC SET 

▲ ▼ 
４行目 

ＣＡＬＣ １６／Ｄ  ６１ ＰＳＩ

（16bit 加算 16bit 表示） 

４行目 ＣＡＬＣ ８ ／Ｄ  ６１ ＰＳＩ

（16bit 加算 16bit 表示） 

ＣＡＬＣ ８ ／Ｄ   ８ ＰＳＩ４行目 

（8bit 加算 8bit 表示） 

ＣＡＬＣ ８ ／Ｄ   ８ ＰＳＩ

Ｆ９  Ｃ／ＳＵＭ    ＥＤＯＭ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.5.20. ファイルロード呼出し中の ADDRESS WARNING 表示切替え(Function 9E) 
PC またはコントロールモジュールの DOS 領域からコントロールモジュールのバッファメモリへファイルを呼出す

際、対象マイコンのフラッシュメモリ領域以外のアドレスデータをもつデータを呼出した場合、“ADDRESS 
WARNING”または“ADDRESS ERROR”というエラーメッセージが表示されます。 
 
・ “ADDRESS WARNING” 

→ データは呼出されますが、カレントファイルとしてファイル名が登録されません。 
・ “ADDRESS ERROR” 

→ ファイル呼出し作業を途中で中断します。 
 
本コマンドは、上記“ADDRESS WARNING”のアドレスチェックを外し、フラッシュメモリ領域外のアドレスデ

ータをもつデータの呼出しを可能とします。 
 
 ADDRESS WARNING ON  → アドレスチェックを行います。 

 ADDRESS WARNING OFF → アドレスチェックを行いません。 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

 

 

ADDRESS WARNING 表示 

 

 

 

 

 

 

設定変更 

 

 

 

 

実行 

FUNC 9 E 

▲ ▼ 
４行目 

（アドレスチェックを行わない） 

ＡＤＤＲ ＷＡＲＮ  ＦＦＯ ＧＩ

４行目 

（アドレスチェックを行う） 

ＡＤＤＲ ＷＡＲＮ   ＮＯ ＧＩ

SET FUNC SET 

ＡＤＤＲ ＷＡＲＮ   ＮＯ ＧＩ

Ｆ９ ＧＥ／ＡＤＤＲ ＮＩＮＲＡＷ 

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.5.21. NETIMPRESS 起動時の ADDRESS WARNING 表示切替え(Function 9F) 
NETIMPRESS 起動時、NETIMPRESS は COMPACT FLASH のデータをチェックします。その際、

Func0,FuncF5 で設定されたアドレス範囲が、FuncD6 で設定された対象マイコンのフラッシュメモリ領域と

異なる場合、“ADDRESS WARNING”というエラーメッセージが表示されます。 
“ADDRESS WARNING”表示をするかしないかを設定するファンクションです。 
 
本コマンドは、上記“ADDRESS WARNING”のアドレスチェックを外し、フラッシュメモリ領域外のアドレスデ

ータをもつデータの呼出しを可能とします。 
 
 ADDRESS WARNING ON  → アドレスチェックを行います。 

 ADDRESS WARNING OFF → アドレスチェックを行いません。 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

 

 

ADDRESS WARNING 表示 

 

 

 

 

 

 

設定変更 

 

 

 

 

実行 

 
 
 
 
 
 

FUNC 9 F 

▲ ▼ 
４行目 

（アドレスチェックを行わない） 

ＡＤＤＲ ＷＡＲＮ  ＦＦＯ ＧＩ

４行目 

（アドレスチェックを行う） 

ＡＤＤＲ ＷＡＲＮ   ＮＯ ＧＩ

SET FUNC SET 

ＡＤＤＲ ＷＡＲＮ   ＮＯ ＧＩ

Ｆ９ ＧＦ／ＡＤＤＲ ＮＩＮＲＡＷ 

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.5.22. シリアル番号表示 (Function AE) 

コントロールモジュールのシリアル番号を表示します。 
  
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

 
 

    

シリアル番号表示コマンド 

 

 

 

 

 

 

    

実行 

 

 

   

表示終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FUNC A E 

SET FUNC SET 

ＲＥＳＥＴ 

（シリアル番号を表示） 

４行目 

                
ＦＡ  Ｅ／Ｓ－ＮＵ       Ｍ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

Ｓ－ＮＵＭ：ＸＸＸ ＲＦＸＸＸＸＸ
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5.5.23. ライセンス追加(Function AF) 
インプレスモジュールの定義体交換機能でダウンロード可能なライセンスを追加します。 
定義体購入時に添付されているＹＬＣファイルをコンパクトフラッシュのＤＯＳ領域に唯一つだけ配置して下さ

い。 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

                                                 
 

 

ライセンス追加 

 

 

 

 

 

 

  

実行 

 

 

※以下のエラーメッセージが表示された場合、ライセンス追加は出来ません。再度コンパクト 
フラッシュのＤＯＳ領域内容をお確かめ下さい。 

  
・ 「ＹＬＣ ＮＯＴ ＦＯＵＮＤ」 ･･･ ＤＯＳ領域にＹＬＣファイルが存在しません。 
・ 「ＭＯＲＥ ２ ＹＬＣ ＦＩＬＥＳ」･･･ＤＯＳ領域に２つ以上のＹＬＣファイルが存在します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FUNC A F 

SET FUNC SET 

                

ＦＡ  Ｆ／ＡＤＤ ＥＳＮＥＣＩＬ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.6. インプレスモジュールフォルダ関連 
コントロールモジュール（コンパクトフラッシュ）には２つタイプがあります。 
・Ｓｕｆｆｉｘ  ／Ｐｘ  ： 従来の AF200 / NET IMPRESS との操作互換性を高めたタイプです。 
・Ｓｕｆｆｉｘ  ／Ｄｘ  ： カード内に複数のインプレスモジュールフォルダを格納できるタイプです。 
※MegaNETIMPRESS Lite は Suffix /Px と同じタイプです。 

 
上記２つのカードの違いを、以下の概念図に示します。 
 
 
 

／Ｐｘ概念図 コンパクトフラッシュ

ＢＴＰ

ユーザ
ＯＢＪ

ＣＳＢ

ＤＯＳルートに１つだけ

ＤＯＳルートに１つだけ

定義体(ファイル)、バッファメモリ(ファイル)、
モディファイビットメモリ(ファイル)を格納するフォルダ
※本フォルダはＹＤＣから提供されるものとします。

システムフォルダ(読取専用)

定義体
ファイル

バッファ
ファイル
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/Ｄｘ概念図 -

定義体(ファイル)、バッファメモリ(ファイル)、
モディファイビットメモリ(ファイル)を格納するフォルダ
※本フォルダはＹＤＣから提供されるものとします。

ＣＳＢはＤＯＳルートにただ１つとします。
ルート以外に存在するＣＳＢファイルは全て無視されま
す。

ＹＭＮファイル(ＹｄｃＭａｎａｇｅｍｅｎｔ)
ＹＭＮ機能については６項をご参照下さい。

コンパクトフラッシュ

システムフォルダA(読取専用)

定義体
ファイル

バッファ
ファイル

インプレスモジュールフォルダ
(A.YIM)

インプレスモジュールフォルダ
(B.YIM)

ＣＳＢ

ＹＭＮ

ＢＴＰ
ユーザ
ＯＢＪ

＊．＊

BTPはインプレスモジュールフォルダのルートに
ただ１つとします。

ファンクション操作により、
対象マイコンシステムに合った
ＹＩＭフォルダを選択します。

※選択されたＹＩＭフォルダを
”カレントインプレスモジュール
フォルダ”といいます

≪インプレスモジュールフォルダの主な機能≫ 
・ インプレスモジュールフォルダＡとＢをファンクションにより切り換え、対象マイコンシステムに合ったスムーズな段

取り換えを実現します。 （段取り換え時間：約１～２秒） 
・ 誤操作防止のため、インプレスモジュールフォルダのプロテクト機能搭載 

プロテクト機能により、インプレスモジュールフォルダを読取専用にし各種ダウンロード 
およびパラメータ変更がができない状態にします。 

 
≪インプレスモジュールの制限≫ 
・ インプレスモジュールフォルダ内にＢＴＰファイルはただ１つとします。 
・ 通常のフォルダとインプレスモジュールフォルダを識別するため、以下のように命名します。 
 インプレスモジュールフォルダ名 = “ｘｘｘ．ｙim” 
 ｘｘｘ ： 任意の名前 
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5.6.1. インプレスモジュールフォルダ（ＹＩＭフォルダ）の切替え(Function B0) 
コンパクトフラッシュのDOS領域内に配置されたインプレスモジュールフォルダ（YIMフォルダ）を書込み対象マ

イコンに応じて切り替えます。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

                                                 
 

 

切替えコマンド 

 

 

 

     

※Ａ．ＹＩＭはＤＯＳ領域に配置された任意のＹＩＭフォルダ名となります。 

 

 

  

 

切り替えたいＹＩＭフォルダを選択 

 

 

 

変更確認 

 

 

 

 

切替え確定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FUNC B 0 

SET FUNC SET 

ＳＥＴ 

４行目 Ｂ． ｙ ｉｍ           

３行目  ＣＨＡＮＧＥ  Ｙ    ？ ＭＩ

Ａ．ｙｉｍ           

ＦＢ  ０／ＹＩＭ     ＴＥＳ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

▲ ▼ 
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5.6.2. インプレスモジュールフォルダ（ＹＩＭフォルダ）の作成(Function B1) 
新規 YIM フォルダを、コンパクトフラッシュの DOS 領域内に作成します。 
作成される内容 

① Ｓｙｓｔｅｍフォルダ（空フォルダ） 
② ＹＩＭフォルダ（①が入っている）  

 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

                                                 
 

 

作成コマンド 

 

 

 

 

 
 
 

 

作成確認 

 

 

 

作成確定 

 
※ 新規作成のＹＩＭフォルダ名は、「０００」からＤＯＳ領域に存在する順にインクリメントされた名前で作成

されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FUNC B 1 

SET FUNC SET 

SET 

３行目  ＭＡＫＥ Ｙ I Ｍ      ？ 

０００．ＹＩＭ         

ＦＢ  １／ＹＩＭ    ＥＫＡＭ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.6.3. インプレスモジュールフォルダ（ＹＩＭフォルダ）の消去(Function B2) 
コンパクトフラッシュのＤＯＳ領域内に配置されたＹＩＭフォルダを消去します。 
 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

                                                 
 

 

消去コマンド 

 

 

 

     

 
 
 

 

消去したいＹＩＭフォルダの選択 

 

 

 

消去確認 

 
 
 
 
消去確定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FUNC B 2 

SET FUNC SET 

SET 

３行目  ＤＥＬＥＴＥ  Ｙ    ？ ＭＩ

Ａ．ＹＩＭ           

ＦＢ  ２／ＹＩＭ  ＥＴＥＬＥＤ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

▲ ▼ ４行目 Ｂ．Ｙ ＩＭ           
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5.6.4. インプレスモジュールフォルダ（ＹＩＭフォルダ）の複製(Function B3) 
現在選択されているＹＩＭフォルダ（カレントインプレスモジュールフォルダ）をコンパクトフラッシュのＤＯＳ領域内

に複製します。 
複製されるファイルは以下の通りです。 
・ BTP ファイル 
・ オブジェクトファイル（ユーザ作成ファイル） 
・ システムフォルダ（YDC 提供 読み取り専用フォルダ） 

定義体 
バッファファイル 

 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

                                                 
 

 

複製コマンド 

 

 

 

     

 
 
 

複製確認 

 
 
 
 
複製確定 
 
 
 
 
 
※ 複製先のＹＩＭフォルダ名は、「０００」からＤＯＳ領域に存在する順にインクリメントされた名前で作成さ

れます。 
 
 
 
 
 
 

FUNC B 3 

SET FUNC SET 

SET 

３行目  ＣＯＰＹ Ｙ Ｉ Ｍ      ？ 

０００．ＹＩＭ         

ＦＢ  ３／ＹＩＭ    ＹＰＯＣ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.6.5. インプレスモジュールフォルダのプロテクト設定(Function B4) 
誤操作防止のため、現在選択されているＹＩＭフォルダ（カレントインプレスモジュールフォルダ）をプロテクトし、

ファイルダウンロードやパラメータ変更を防ぎます。 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

                                                 
 

 

プロテクト設定コマンド 

 

 

 

     

 
 
 
プロテクトを設定する 

 
 

設定確認 

 
 
 
 
プロテクト確定 
 
 
・ＰＲＯＴＥＣＴ  ： プロテクトを設定する 
・ＵＮＰＲＯＴＥＣＴ ： プロテクトを解除する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FUNC B 4 

SET FUNC SET 

SET 

３行目  ＰＲＯＴＥＣＴ    ？ ＭＩＹ

    ＵＮＰＲ Ｏ    Ｔ ＣＥＴ

ＦＢ  ４／ＹＩＭ ＴＣＥＴＯＲＰ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

▲ ▼ ４行目    ＰＲＯＴ Ｅ      ＴＣ
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5.6.6. カレントインプレスモジュールフォルダの保持設定(Function B5) 
NETIMPRESS 起動直後は、カレントインプレスモジュールフォルダが選択されていない状態です。

NETIMPRESS 電源 OFF 後も、カレントインプレスモジュールのデータを保持したい場合、そのデータを保

持します。 
ただし、保持されるデータは NETIMPRESS 電源OFF する直前のカレントインプレスモジュールフォルダのデ

ータです。 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

                                                 
 

 

保持設定コマンド 

 

 

 

     

 
 
 
保持を設定する 

 
 

設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FUNC B 5 

SET FUNC SET 

      ＮＯ Ｔ   ＥＶ ＡＳ 

ＦＢ Ｔ５／ＹＩＭ ＥＳ ＥＶＡＳ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

▲ ▼ ４行目      ＳＡ Ｖ       Ｅ
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5.6.7.  カレントインプレスモジュールフォルダの表示(Function B6) 
現在選択されているインプレスモジュールフォルダ（カレントインプレスモジュールフォルダ）を表示します。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

                                                 
 

 

表示コマンド 

 

 

 

     

 
 
 
カレントインプレスモジュールフォルダ名を表示する 

 
 

 

表示終了 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FUNC B 6 

                

ＦＢ６／ＣＵＲＲ ＭＩＹ ＴＮＥ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

４行目 Ａ．Ｙ ＩＭ           SET FUNC SET 

ＲＥＳＥＴ 
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5.6.8. カレントＹＭＮファイル設定(Function BC) 
実行したいＹＭＮファイルを設定します。 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

                                                 
 

 

カレントＹＭＮ設定コマンド 

 

 

 

 

※ＹＭＮファイル名は任意です。 

 
 
 

実行したいＹＭＮファイルを選択する    ※ＹＭＮファイル名は任意です。 

 
 

 

設定 

 
 
 
※ YMN ファイルの詳細は第 6 項をご参照下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FUNC B C 

SET FUNC SET 

ＴＥＳＴ．ＹＭＮ         

ＦＢＣ／ＹＭＮ     ＴＥＳ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

▲ ▼ ４行目 ＴＥＳＴ２．ＹＭＮ        
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5.6.9. カレントＹＭＮファイル実行(Function BD) 
5-5-8.で選択したＹＭＮファイルを実行します。 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

                                                 
 

 

カレントＹＭＮ実行コマンド 

 

 

 

 

 
 
 
実行 

 
 
 
※ ＹＭＮファイルの詳細は第 6 項をご参照下さい。 

 
 
 

 

FUNC B D 

SET FUNC SET 

                

ＦＢＤ／ＹＭＮ ＥＴＵＣＥＸＥ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.7. Ｅｔｈｅｒｎｅｔ設定 

 
5.7.1. 通信路設定（Function E1） 

NETIMPRESS とパソコン間の通信路の設定を行ないます。通信路は“RS-232C”， 
“Ethernet”の設定が行なえます。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】 
 

   … 通信路設定コマンド 

 

   … 通信路選択 

 

   … 通信路設定コマンド実行 

 
 
操作例 ） 
通信路を RS-232C から Ethernet に変更する。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】         【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 
 

       

通信路設定コマンド 

 

 

 

 

 

 

       

Ethernet を選択 

 

       

通信路設定コマンド実行 

FUNC E 1 

▲ ▼ 

SET FUNC SET 

FUNC Ｅ 1 

▲ ▼ 

SET FUNC SET 

４行目       ＥＴＨ   ＴＥＮＲＥ

      ＲＳ－    Ｃ２３２

ＦＥ  １／ＨＯＳＴ    ＦＴＩ 

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.7.2. ＩＰアドレス、ポート番号設定（Function E2） 

NETIMPRESS のＩＰアドレス、ポート番号の設定を行ないます。 
 
 
【 NETIMPRESS 操作 】 
 

   ．．．ＩＰアドレス、ポート番号設定コマンド 

 

   ．．．ＩＰアドレス、ポート番号設定 

 

   ．．．ＩＰアドレス、ポート番号設定コマンド実行 

 

FUNC E 2 

▲ ▼ 

SET FUNC SET 
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操作例 ） 
ＩＰアドレスを”１９２．０．０．１”、ポート番号を”１１００”に変更する。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】         【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 
 

    

IP アドレス、ポート番号設定コマンド 

 

 

 

 

 

 

    

“１９２”（IP アドレス）を設定 

 

    

“０”（IP アドレス）を設定 

 

   

“０”（IP アドレス）を設定 

 

   

“１”（IP アドレス）を設定 

 

 

 

“１１００”（ポート番号）を設定 

 

 

 

 

 

  

IP アドレス、ポート番号設定コマンド実行 

▼ 

▼ 

SET FUNC SET 

1 9 2 

0 0 0 

FUNC E 2 

▼ 

▼ 

0 0 0 

1 0 0 

0 0 1 1 ▼

４行目  １９２．１６８． ０  ．０  

４行目  １９２．  ０． ０  ．０  

４行目  １９２．  ０． ０  ．０  

４行目  １９２．  ０． １  ．０  

 １９２．１６８． ０  ．０  

ＦＥ  ２／ＩＰ Ａ  ＳＳＥＲＤＤ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

         ｈ００１１  

ＦＥ  ２／ＰＯＲＴ        

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.7.3. ゲートウェイアドレス設定（Funtion E3） 
NETIMPRESS のデフォルトゲートウェイアドレスの設定を行ないます。 
異ネットワークから NETIMPRESS にアクセスする際や、同一ネットワークにある時でもルータ越しに

NETIMPRESS をアクセスする際に設定します。 
NETIMPRESS とパソコンが同一ネットワーク上にある場合には、”０．０．０．０” と設定します。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】 
 

   ．．．ゲートウェイアドレス設定コマンド 

 

   ．．．ゲートウェイアドレス設定 

 

   ．．．ゲートウェイアドレス設定コマンド実行 

 
 
 
 

FUNC E 3 

▲ ▼ 

SET FUNC SET 
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操作例 ） 
ゲートウェイアドレスを”１９２．０．０．２５４”に変更する。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】         【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 
 

  

ゲートウェイアドレス設定コマンド 

 

 

 

 

 

 

   

”１９２”（ゲートウェイアドレス）を設定 

 

   

”０”（ゲートウェイアドレス）を設定 

 

   

”０”（ゲートウェイアドレス）を設定 

 

   

”２５４”（ゲートウェイアドレス）を設定 

 

 

ゲートウェイアドレス設定コマンド実行 

 

▼ 

▼ 

SET FUNC SET 

1 9 2 

0 0 0 

FUNC E 3 

▼ 

▼ 

0 0 0 

4 5 2 

４行目  １９２．  ０． ０  ．０  

４行目  １９２．  ０． ０  ．０  

４行目  １９２．  ０． ０  ．０  

４行目  １９２．  ０． ４５２．０  

   ０．  ０． ０  ．０  

ＦＥ  ３／ＧＡＴＥ    ＹＡＷ 

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.7.4. サブネットマスク設定（Funtion E4） 
NETIMPRESS のサブネットマスクの設定を行ないます。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】 
 

   ．．．サブネットマスク設定コマンド 

 

   ．．．サブネットマスク設定 

 

   ．．．サブネットマスク設定コマンド実行 

 
 
 
 

FUNC E 4 

▲ ▼ 

SET FUNC SET 
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操作例 ） 
サブネットマスクを”２５５．２５５．２５５．０”に変更する。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】         【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 
 

  

サブネットマスク設定コマンド 

 

 

 

 

 

 

   

”２５５”（サブネットマスク）を設定 

 

   

”２５５”（サブネットマスク）を設定 

 

   

”２５５”（サブネットマスク）を設定 

 

   

”０”（サブネットマスク）を設定 

 

 

サブネットマスク設定コマンド実行 

 

▼ 

▼ 

SET FUNC SET 

2 5 5 

5 5 2 

FUNC E 4 

▼ 

▼ 

2 5 5 

0 0 0 

４行目  ２５５．  ０． ０  ．０  

４行目  ２５５．２５５． ０  ．０  

４行目  ２５５．２５５． ０  ．５５２

４行目  ２５５．２５５． ０  ．５５２

   ０．  ０． ０  ．０  

ＦＥ  ４／ＳＵＢＮ ＫＳＡＭ ＴＥ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.7.5. 通信速度/通信モード設定（Funtion E8） 
Ethernet の通信速度/通信モードの設定を行ないます。 
Ethernet の通信速度（10M/100Mbps）や通信モード(Full/Half Duplex)を固定する際や、オートネゴシエ

ーションにする際に設定します。 
接続する相手との通信速度、通信モードを自動設定する場合には、”AUTO NEGOTIATION” と設定

します。 
 

注）機能 Rev.により制限があります。 

   「MODEL」型名の機能 Rev.印字が”H”以降のライターに限り設定可能です。 

   それ以前の機能 Rev が印字されたライターでは設定はできません。 

   お使いになられるライター本体の「MODEL」型名の表示をお確かめ下さい。 

   「MODEL」型名の機能 Rev.印字については下記の表を参照して下さい。 

 

    例） 

ライター 「MODEL」型名※１ モデル 

AF320H 単キーモデル 
MegaNETIMPRESS 

AF420H フルキーモデル 

AF520Hx 単キーモデル 
C”arNETIMPRESS 

AF620Hx フルキーモデル 

MegaNETIMPRESS Lite AF410H フルキーモデル 

 

※１  「MODEL」型名は、ライター本体の裏に貼られているラベルの 

「MODEL」欄に書かれています。 

 
【 NETIMPRESS 操作 】 
 

   ．．．通信速度/通信モード設定コマンド 

 

   ．．．通信速度/通信モード設定 

 

   ．．．通信速度/通信モード設定コマンド実行 

 
 

FUNC E 8 

▲ ▼ 

SET FUNC SET 
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操作例 ） 
通信速度を”100Mbps”、通信モードを”HALF DUPLEX”に変更する。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】         【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 
 

  

通信速度/通信モード設定コマンド 

 

 

 

 

 

 

   

”100M HALF DUPLEX”を設定 

 

   

通信速度/通信モード設定コマンド実行 

▼ ▲ 

FUNC E 8 

Ａ ＵＴＯ ＮＥＧＯ ＮＯＩＴＡＩＴ

ＦＥ  ８／Ｅ Ｔ ＨＥ  Ｅ ＰＹ Ｔ  Ｒ 

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

４行目 １００Ｍ ＨＡＬＦ ＸＥＬＰＵＤ  

SET FUNC SET 
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5.8. デバイスファンクション一覧表 

 

コマンド コマンド内容 コマンドキー 

コピー フラッシュメモリからバッファメモリへ読込み、リードチェックを行なう “ＤＥＶ” , “８” 

ブランクチェック 未書き込み状態チェックを行なう。 “ＤＥＶ” , “９” 

イレーズ フラッシュメモリを消去しブランクチェックを行なう “ＤＥＶ” , “Ｃ” 

プログラム フラッシュメモリに書き込みを行い、リードチェックを行なう “ＤＥＶ” , “Ｄ” 

リード フラッシュメモリとバッファメモリを比較する “ＤＥＶ” , “Ｅ” 

Ｅ．Ｐ．Ｒ． イレーズ、ブランクチェック、プログラム、リードチェックを行なう “ＤＥＶ” , “Ｆ” 

＊ 一部のＭＣＵでは機能がサポートされていないコマンドがあります。 

各コントロールモジュールのマニュアルをご確認ください。 
 
注意 ) 
デバイスファンクション実行中、本体表示部の左上に“ＨＶ”が表示されます。これは、書き込み電圧がプロ

ーブを介してターゲットシステムに印加されていることを示します。 
ターゲットシステムの電源断やプローブの着脱は、NETIMPRESS のＲＥＳＥＴキーを押し、“ＨＶ”表示がな

くなることを確認してから行ってください。 
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5.8.1. コピー ( COPY ) 

ＭＣＵ内部のフラッシュメモリ領域の内容を、NETIMPRESS の バッファメモリにコピーします。コピーした後

に読み込んだバッファメモリの内容とフラッシュメモリの内容を比較します。コピーを実行すると、カレントファイル

が削除されますのでご注意下さい。 
コピーが正常に実行され内容が一致している場合には“ＰＡＳＳ”と表示し、一致していない場合には不一

致のアドレスを表示します。コピーコマンドの実行範囲はフラッシュメモリ領域(FUNC D6)の範囲で行われま

す。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 

キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

 
 

コピーコマンド 

 

 

 

 

 

 

 

実行 

 
 

８ ＤＥＶ 

ＳＥＴ ＤＥＶ ＳＥＴ ３行目  ＣＯＰＹ．．．        

（コピー動作中）

（COPY 終了時） 

 nnnnnnnn: バッファメモリデータのサム計算値 

mmmmmmmm:読み出しデータのサム計算結果値 

 Ｆ－ＡＤＤＲ／        

Ｄ／  ＣＯＰＹ         

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

      Ｒ／ｍ ｍｍｍｍｍｍｍ

 Ｐ ｎＡＳＳ Ｐ／ ｎｎｎｎｎｎｎ

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.8.2. ブランクチェック ( BLANK ) 

ＭＣＵ内部のフラッシュメモリ領域が消去状態であることを確認します。 
フラッシュメモリの内容が消去状態の場合は“ＰＡＳＳ”と表示し、消去状態でないビットがある場合はそのア

ドレスまたはそのアドレスを含む消去ブロックの先頭アドレスを表示します。 
ブランクチェックコマンドの実行範囲はデバイスファンクションの実行範囲(FUNC 0)で行われます。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 
 

 

ブランクチェックコマンド 

 

 

 

 

 

 

  

実行 

９ ＤＥＶ 

ＳＥＴ ＤＥＶ ＳＥＴ ３行目  ＢＬＡＮＫ．．．        

（ブランクチェック動作中） 

 Ｆ－ＡＤＤＲ／        

Ｄ／  ＢＬＡＮＫ        

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

      Ｒ／ｍ ｍｍｍｍｍｍｍ

 Ｐ ｎＡＳＳ Ｐ／ ｎｎｎｎｎｎｎ

（BLANK 終了時） 

 nnnnnnnn: バッファメモリデータのサム計算値 

mmmmmmmm:読み出しデータのサム計算結果値 

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.8.3. イレーズ ( ERASE ) 

ＭＣＵ内部のフラッシュメモリ領域の内容を消去します。消去後にブランクチェックを行い、消去状態であるこ

とを確認します。 
正常に消去されている場合は“ＰＡＳＳ”と表示し、消去されていない場合は消去されていないアドレスを表

示します。 
イレーズコマンドの実行範囲はデバイスファンクション実行領域(FUNC 0)の範囲で行われます。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

 
 

イレーズコマンド 

 

 

 

 

 

 

 

実行 

 

 

Ｃ ＤＥＶ 

ＳＥＴ ＤＥＶ ＳＥＴ ３行目  ＥＲＡＳＥ．．．        

（イレーズ動作中）

 Ｆ－ＡＤＤＲ／        

Ｄ／  ＥＲＡＳＥ        

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

      Ｒ／ｍ ｍｍｍｍｍｍｍ

 Ｐ ｎＡＳＳ Ｐ／ ｎｎｎｎｎｎｎ

（ERASE 終了時） 

 nnnnnnnn:バッファメモリデータのサム計算値 

mmmmmmmm:読み出しデータのサム計算結果値 

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.8.4. プログラム ( PROGRAM ) 
NETIMPRESS のバッファメモリの内容を、ＭＣＵ内部のフラッシュメモリ領域に書き込み、書き込んだフラッ

シュメモリの内容とバッファメモリの内容を比較します。 
正常に書き込みができバッファメモリの内容とＭＣＵ内部のフラッシュメモリ領域が一致する場合は“ＰＡＳＳ”

と表示し、書き込みができずにバッファメモリの内容と違う場合は書き込みができていないアドレスを表示しま

す。 
プログラムコマンド実行範囲はデバイスファンクション実行領域(FUNC 0)の範囲で行われます。 
 
【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

 

 

プログラムコマンド 

 

 

 

 

 

 

 

実行 

 

 

 

 

Ｄ ＤＥＶ 

ＳＥＴ ＤＥＶ ＳＥＴ 

３行目  ＳＵＭ ＣＨＥＣ    ．．．Ｋ

（サムベリファイ選択時表示： サムチェック動作中） 

３行目  ＰＲＯＧＲＡＭ．      ．．

（書き込み動作中）

３行目  ＲＥＡＤ ＣＨＥ   ．．．ＫＣ

（フルベリファイ選択時表示： リードチェック動作中）

 Ｆ－ＡＤＤＲ／        

Ｄ／  ＰＲＧＭ         

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

      Ｒ／ｍ ｍｍｍｍｍｍｍ

 Ｐ ｎＡＳＳ Ｐ／ ｎｎｎｎｎｎｎ

（PROGRAM 終了時） 

 nnnnnnnn: バッファメモリデータのサム計算値 

mmmmmmmm:読み出しデータのサム計算結果値 

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.8.5. リードチェック ( READ ) 

ＭＣＵ内部のフラッシュメモリの内容と NETIMPRESS のバッファメモリの内容を比較します。 
データが一致した場合は“ＰＡＳＳ”と表示し、一致していない場合は一致していないアドレスまたはそのアド

レスを含む消去ブロックの先頭アドレスを表示します。 
リードチェックコマンドの実行範囲はデバイスファンクション実行領域(FUNC 0)の範囲で行われます。 
リードモードは“FULL READ VERIFY”と“SUM READ VERIFY”の２種類があります。設定は リードモ

ード切替(Function 99) をご参照ください。 
フラッシュメモリエリアの読み出し機能がサポートされていないＭＣＵがあります。  NETIMPRESS ではユー

ザプログラムによるアプリ・リード機能を使ってプログラムの読み出しが可能です。ＲＯＭ内容の読み出しが、

いずれの手段でも用意されないデバイスに対してはコピー、リードが可能です。 
アプリ・リード機能の詳細につきましては、弊社までお問い合わせください。 
 
注意 ) 
モード切替に対応していないコントロールモジュールがございますのでご注意ください。この場合、リードモード

切替(Function 99) は実行できません。 
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【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 

 
 

リードチェックコマンド 

 

 

 

 

 

 

実行 

 

Ｅ ＤＥＶ 

ＳＥＴ ＤＥＶ ＳＥＴ 
３行目  ＳＵＭ ＣＨＥＣ    ．．．Ｋ

（サムベリファイ選択時表示： サムチェック動作中）

３行目  ＲＥＡＤ ＣＨＥ   ．．．ＫＣ

（フルベリファイ選択時表示： リードチェック動作中）

 Ｆ－ＡＤＤＲ／        

Ｄ／  ＲＥＡＤ         

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

      Ｒ／ｍ ｍｍｍｍｍｍｍ

 Ｐ ｎＡＳＳ Ｐ／ ｎｎｎｎｎｎｎ

（READ 終了時） 

 nnnnnnnn: バッファメモリデータのサム計算値 

mmmmmmmm:読み出しデータのサム計算結果値 

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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5.8.6. プログラム書き込み ( E.P.R. ) 

ＭＣＵ内部のフラッシュメモリ領域に、書き込みを行ないます。 
Ｅ．Ｐ．Ｒ．コマンド実行により、イレーズ、ブランクチェック、プログラム、リードベリファイを連続実行します。 
Ｅ．Ｐ．Ｒ．コマンドが正常に終了した場合は“ＰＡＳＳ”を表示し、異常終了した場合はエラーを表示しま

す。 
Ｅ．Ｐ．Ｒ．コマンド実行範囲はデバイスファンクション実行領域(FUNC 0)の範囲で行われます。 
 
* コントロールモジュールによって実行されないコマンドがございます。 

詳細は各コントロールモジュールのマニュアルをご覧ください 
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【 NETIMPRESS 操作 】    【 NETIMPRESS 表示部 】 
キー操作     ＬＣＤ表示（全体） 
 

 

Ｅ．Ｐ．Ｒ．コマンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ ＤＥＶ 

ＳＥＴ ＤＥＶ ＳＥＴ 

３行目  ＳＵＭ ＣＨＥＣ    ．．．Ｋ

（サムベリファイ選択時表示： サムチェック動作中） 

３行目  ＥＲＡＳＥ．．．        

（イレーズ動作中）

３行目  ＲＥＡＤ ＣＨＥ   ．．．ＫＣ

（フルベリファイ選択時表示： リードチェック動作中）

３行目  ＰＲＯＧＲＡＭ．      ．．

（書き込み動作中）

 Ｆ－ＡＤＤＲ／        

Ｄ／  ＰＲＧＭ         

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            

      Ｒ／ｍ ｍｍｍｍｍｍｍ

 Ｐ ｎＡＳＳ Ｐ／ ｎｎｎｎｎｎｎ

（E.P.R. 終了時） 

 nnnnnnnn: バッファメモリデータのサム計算値 

mmmmmmmm:読み出しデータのサム計算結果値 

    ／x x x x      ／ 

Ｆx n n n            
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6.  コマンドシーケンス機能 
 
6.1. EXE キー 
6.1.1. 機能概要 

EXE キー機能をサポートしているコントロールモジュールではワンタッチキー入力によるデバイスファンクショ

ンの実行ができます。 
下図の[EXE1][EXE2]の２つのキーに割り当てることができます。 
デバイスファンクションの実行には、通常のキーオペレーション 
 
 
は必要なく、[EXE1]または[EXE2]をワンタッチ入力で実行することができます。 

 
 
 

DEV * SET DEV SET
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6.1.2. EXE キー設定 
 

6.1.2.1. コマンドシーケンスファイル ( *.CSB ) 
EXE キーの設定はコマンドシーケンスファイル（拡張子：ＣＳＢ）で行います。 
このファイルはコントロールモジュールのルートディレクトリ上にただ一つだけとします。 
 

6.1.2.2. コマンドシーケンスファイル( *.CSB )のフォーマット 
コマンドシーケンスファイルは、テキストファイルで EXE キーに割り付けるデバイスファンクション（コマンドシーケ

ンス）情報を格納します。 
 

L K １ ， CNT1 CNT2 ， C1 ， C2 ， ・・・ ， C16 ； コメント 

L K ２ ， CNT1 CNT2 ， C1 ， C2 ， ・・・ ， C16 ； コメント 

                

 
① KeyNo コード（３バイト） 
  LK1：EXE１ ／ LK2：EXE２ 
 
② ‘，’（１バイト） 
  コマンド間の区切りを示します。 
 
③ CNT１･２（２バイト） 
  デバイスコマンド数を示します。 
  １０進表記（“０９”の上は“１０”） 
  最大“１６” 
  未使用 Key の場合、 “００”とする。 
 
④ Ｃｎ 
  デバイスコマンド･･･6.3 表参照。 
 
⑤ ‘；’（１バイト） 
  コメントの区切りを示します。 
 
⑥ コメント（任意バイト＋CRLF） 
  コメントを記述します。 

 
インプレスモジュールには Default で Test.csb というファイルがルートディレクトリ上に添付されています。

（EXE1 に EPR、EXE2 に Program が割り当てられています。） 
－ＣＳＢファイル作成例（テキストファイル）－（Test.csb） 

 
 
 

① ③ ② ④ ⑤ ⑥

LK1,01,DF;E.P.R 

LK2,01,DD;Program 
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6.1.2.3. エラーメッセージ 
 
エラーメッセージは、beep音“ピッピッピ”の後に３秒間表示されます。メッセージ／内容／対策については下

記の通りです。 
 

① CSB NOT FOUND 
原因： ルートディレクトリ上にコマンドシーケンスファイルが無い場合と 

複数存在する場合、またはフォーマットに異常がある場合に発生し 
ます。 

 
対処： ルートディレクトリ上に１つのコマンドシーケンスファイルを存在 

させるか またはフォーマットを確認して下さい。 
 
 

② OAK1 ASSIGN ERR / OAK2 ASSIGN ERR 
原因： 設定情報の整合性に異常がある場合に発生します。 
    （未定義のデバイスコマンド、デバイスコマンド数の不一致等） 
 
対処： コマンドシーケンスファイルの設定情報を修正して下さい。 

 




